
包括的連携に関する協定書 

 

福島市（以下「甲」という。）と、よい仕事おこしフェア実行委員会（以下「乙」という。）は、地域社

会の発展に寄与するため、互いに支援・協力することを合意し、本協定を締結する。 

 

（目的） 

第１条 本協定は、甲及び乙が包括的な連携のもと、地域の活性化と産業の振興を図るため相互に協力し

地域社会の発展に寄与することを目的とする。 

 

(協力事項) 

第２条 甲及び乙は、次の事項について互いに連携・協力し活動する。 

（１）古関裕而氏と音楽を活かしたまちづくりの推進に関する事項 

（２）「よい仕事おこしフェア」の連携に関する事項 

（３）シティセールスに関する事項 

（４）地元企業の人材確保支援に関する事項 

（５）東日本大震災からの復興に関する事項 

（６）特産品開発及び販路拡大に関する事項 

（７）災害時支援に関する事項 

（８）移住定住の促進に関する事項 

（９）その他地域産業振興及び地域活性化に関する事項 

 

（協議事項） 

第３条 具体的な協力の形式、事業の具体的企画、役割分担、経費負担等については、両者の担当部署間

において、その都度協議し決定するものとする。 

 

（秘密保持） 

第４条 甲及び乙は、既に公知となっている情報を除き、本協定に基づく支援・協力を実施するうえで知

り得た情報を、第２条に定める協力事項遂行のためのみに利用するものとし、相手方の同意を得る

ことなく、当該情報を第三者に開示又は提供等してはならない。 

２ 前項の義務は、本協定終了後も存続するものとする。 

 

（有効期間） 

第５条 本協定の有効期間は、甲乙の代表者が署名した日から令和２年３月３１日までとする。 

２ 本協定の有効期間は、甲又は乙から、有効期間満了日の 1 ヶ月前までに、更新しない旨の書面に

よる意思表示がない限り、同一の内容にて1年毎に自動的に更新されるものとする。 

 

(反社会的勢力の排除) 

第６条 甲及び乙は、自らが、暴力団・暴力団員・暴力団員でなくなった時から５年を経過しない者・暴

力団準構成員・暴力団関係企業・総会屋・社会運動等標ぼうゴロ又は特殊知能暴力集団・その他こ

れらに準ずる者（以下これらを「暴力団員等」という。）に該当しないこと及び次の各号のいずれ 

にも該当しないことを表明し、かつ将来にわたっても該当しないことを確約する。 

（１）暴力団員等が経営を支配していると認められる関係を有すること 

（２）暴力団員等が経営に実質的に関与していると認められる関係を有すること 

（３）暴力団員等を利用していると認められる関係を有すること 

（４）暴力団員等に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなどの関与をしていると認められ 

る関係を有すること 

（５）役員又は経営に実質的に関与している者が暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を有す 

ること 

２ 甲及び乙は、自ら又は第三者を利用して次の各号の一にでも該当する行為を行わないことを確 

約する。 

（１）暴力的な要求行為 

（２）法的な責任を超えた不当な要求行為 

（３）脅威的な言動をし、又は暴力を用いる行為 

（４）風説を流布し、偽計を用い又は威力を用いて相手方の信用を毀損し、又は業務を妨害する行為 

（５）その他前各号に準ずる行為 

３ 甲及び乙は、相手方が前各項に違反し、又は第１項の規定に基づく表明及び確約に関して虚偽の 

申告をしたことが判明し、連携・協力の継続が不適切である場合、何らの催告を要せずに、本協定 

を解除することができる。なお、相手方に対する損害賠償の請求を妨げない。 

 

（その他） 

第７条 本協定に関し疑義が生じた場合、甲及び乙は誠実に協議を行い、円満な解決を図るものとする。 

 

本協定締結の証として本書２通を作成し、甲・乙各自署名の上、各１通を保有する。 

 

令和２年２月１０日 

 

 

福島県福島市五老内町３番１号 

甲  福 島 市 

 

福島市長 

                                                  

 

乙    よい仕事おこしフェア実行委員会 

 (実行委員) 

福島県福島市万世町１番５号 

    福 島 信 用 金 庫 

 

理事長  

                                                  

  

  (事務局) 

東京都品川区西五反田７丁目２番３号 

城 南 信 用 金 庫 

 

理事長  

                                                  


